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地

盖

，の
分
析
ぱ
山
林
所
有
の
分
析
を
缺
.ぃ
，：て
ば
充
分
で
は
な
ぃ
と
と
ぃ
.ぅ
ま
？
|

ぃ
。
‘土
地
所
有
は
、
政
め
、
山
林
所
有
を
含
め
•
て
S

と
し
て

.
と
y

あ
つ
か
わ
れ
.ね
ば
な
ら
セ
い
’
の
で
あ
る
，o

そ
し
て
、
I

地
改
革
後
に
お
け
る
地
主
制
殘
存
の
ー
據
點
が
山
林
所
有
に
あ
る
‘
と
い
ぅ
こ
.と
•か
ら
、
山
林

I

♦

か
あ
.

Iめ
-て

！
：

題

と

さ

れ’る
に
ぃ
だ
つ
て
ぃ
る
の
で
あ
る
。
ネ
•稿

の

地

盖
.の
分
析
は
、
別
の
機
#

に
餓
ら
ざ
る
を
’义
な
か
つ
た
山
林
所
有
に
つ

ぃ
て
の
解
明
£

ょ
つP
補
わ4

な
け
：̂
ば
な
ら
な
ぃ
。
た
だ
昭
和
二
十
五
啤
ニ
总
世
界
„農
業
ゼ
.
ン
サ
ス
と
同
^
*
*H

I
S

林
野
^
-
用
狀
況
調
逾
に
*
^
つ

て
山
林
新
有
の
^

態
は
、
は
じ
め
て
、
.明
ビ
か
に
さ
れ
る
に
い
た
つ
た
の
で
あ
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應
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戰後幾つか：

Q

論爭が自然科學社會科學の領域にぺ現れて來た

'

，が、
-.

：と
.

りわけ兩科學叹包括；

の上に：

_

さ
れ
た
、;-:
'
:运

術

論
®
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•

..
:

は

そ
, ©
^

^
把
遞
の
銳
さ
、
'
:論

理

體
€>
,
_
確

ざ

及

ぴ

史

的

分

析

に

於

い

.

'
て
極
：め
'て
赌
徵
的
な
■%

の
と1 K

ふ
こ
.七
が
出
來
：る

々

：
ャ

夂

.

:
/
.
■■

、
'

謂
は
t

此
れ
は
唯
單
に
戰
前
、
'

戰
時
中
の
理
論
的
諸
成
果
の
結
實
的
股
：
'
■:
.
'

.割
を
麻
た
ず
だ
け
で
が
^

;
寶
に
日
采
の
亂
が
：れ
提
起
さ
れ
て

^ /
.
茗
現
實
'

..
'

 

; 

'
の

緊

急

め

諸

麗

解

決

の

鍵
-
^
て̂
公
童
要
な
意
義
を
も
つ
^

の
电
あ
^
'
.
,
:;

た
？.

ち
日
本
民
主
化
办
要
請
に
答
べ
恙

^

^

ど
^

て
® :
.
. 

.
.

.
f

產
吻
の
擴
大
と^Q

阻
止
的
諸
條
件
の
除^ ：
が
主
：要
な■

と
.な
る
。■

ノ 

'
鐵
目
す
れ
ば#

來
科
學
技
術
は
生
塵
力
を
た

.か
、め
民
衆
の
生
活
を
；■

'■
_

的
に
豐
扒
に
し
安
定
さ.

せ
：
る

も

の

；
で

ぁ

名

が

,'
'

現

塞

本

主

義

ほ

そ

の

；生

'.
.
*〜
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產
カ
の

.

過
剩
に
困
り.

、
市
場

0

,

困
難
を
招
來
じ=

豐
富
の
中
の
貧^ ;

か
-̂
、
：

'

 

つ
い
に
經
濟
を
破
級.

さ
せ
'

民
族
を
闲
難
な
狀
態
に
陷
人
ら
せ
て
ゐ
石
。
匆
.

.

論
日
本
の_

狀
も
此
の.例
外
を
な
す
も
の
で
な
い
。

V

:

:
被
■

我
.
々

ば

此

等

暴.の

賃

れ

決

0
^

的

要
'
:ン
ゾ̂

'

求
に
從
つ
て
形
成
さ
れ
た

「

技
術
論
爭」

の
成
果
を
充
分| ^
取
し
た
上
で
、

-

资
木
虫
義
技
術
の
史
的
櫛
造
‘

,

.

•
:
:
:
ご

：
謂

「

論
爭
斤
の
ょ
り
明
確
化
と
具
瞭
化
，に
役
立
で
た
い
と
思

4

も
の
で
あ
レ
。

:

}■
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'か
く
し
て£
'
そ
資
本
主
義
合
理
化
；の
下
に
、

■

拷
術
の
改
善
に
泮
ふ
勞
働 

の
緊
張
牝=
强
度
化0 ,

本
質
が
歷
臾
的
、
へ
具
體
阶
に
明
瞭
に
把
握
さ
れ
て 

來
' ?
)

で

ぁ

ら
'5
''
0

/
: 

.

.-

，
本

論

：の
'內

容

は.第

：

j

章

に

於

て
.旣

敗

技

術
|
|
—

特

に

：
勞

働

手

段

||
系
 

，
論
を
展
開
し.、
そ
の
技
術
論
が
機
械
制
大
工
業
の
進
展

..

に
：.

つ

れ

て

獨

占

化
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:

め
：過
程
に
人
る
と
奢
1>
.く

形

態

變

化

を

起

し

、
，
；
單

に

宇

'段

體

系

論

の

形

式
 

.

的

抽

象

、
の
；
殼

に

閉

ぢ

こ

% -
!

0.

認
識
諭
理
の
歷
史
亂
.具

體
^-
か

ら

遊

離

す

る
 

-,

方
向
を
と
：
っ
ゼ
根
據
を
篼
明
し
呤

^

戰

馨

し

：
^

登

場

し

た

技

術

概

念
 

7
"
武
谷
氏
を
％

心

と

す

る

グ
- >
.

^

^
の
形
成
過
程
令
分
拆
レ
た
。
勿

論

. 

此
0

考
察
は
具
體
的
な
技
術
=

尤
業
農
業
技
術H
歷
臾
亂
な
資
本
主
義

技
.， 

術
解
明
の
莉
に.抽
象
的
な
技
術..一;
:殷
と
し
て
ー
硏
究
.レ

た

も

の

で

全

.て

具

賢
 

，
的

な#

^

H
-

m

仗

第u

章

に̂

^

資

本

、
王

義

發

展

過

程

を

通

じ

て

、
':
.. 

.
ょ
- 0

暴

的
.に

麗
.1
.

た

：
。
\

第
一:
輩

极

第

へ
5

に

愚

批

判

的

に

展

開

し 

,-
-
'
;
'
-
た

鐘

制
1

技

術

の

論

理

霞

が

單

な

る

勞

棚

手

段

體

系

論

ゃ

、

-

ち

の
！f 

■.
 

流
的̂

解
：ど
異
り
具
體
的
に
生
き
く
と
活
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と 

を
示
し
て
居
る
，。
此
處
に
於
て
此
の
資
本
主
義
技
術
が
日
^

の
現
在
の
經 

濟
社
會
の
特
殊
性
卞
に
如
何
に
歪
曲
さ
れ
て
現
象
し
て
、

5
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五
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號

服
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ヤ
成
-

れ

，
ね

ば

な

ら

ぬ

か

は

:^
り

緊

耍

な

問

題

で

あ

る
 

が
、,

本
論
ぬ
於
て
は
此
の
點
は
取
扱
は
な
い
こ
と
に
し
て
後
日
發
表
す
る 

.

豫
定
で
あ
る
。
，
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•

踏

に

こ

の
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^
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い

ま

だ
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武
パ
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を
»1
*

心
と
し
て
形
成
，さ
れ
た
グ
.ル
-1
プ

で

.あ

っ

て

そ 

れ
、ち
の
.人
々
及
び
漭
作
は
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
、
武
谷
三
男r

鮮
證
丨 

‘
法
の
餅
||

1
]题
1
、
武
谷
三
男「

科
^

と
技
術
の
課
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武

谷

グ

、
ル

ー

。
フ

.

.に.

反
.

對
_

す

，
る

入

：
々

.

.

.の.

.薪

作

の.

主
*

_

な
-^
:
の 

パ
を
あ
げ
る̂

次
の
や
ぅ-

な
も
.

の
が
為
名
。
雜
誌.

に
|1
1

さ

れ

，
た

論

文

は

多

.

.

數
ぁ
る
•

の
，
でI

々
指
摘
し
な
い
。

J
1

枝
协
音f

技
術
の
#

學
J

P

H

八̂
:

;

:
1 :

'

1

月̂
-
^

郯
雄
：- .

霧

論
2

' 2

.

及

び

篇

ヵ

6
地
論」

0:
:

2:
¥

|

ニ
^
^ ̂

n
/b

鹿
技
術

論」
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1
1

六
印
十
一=
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武

ハ

介

氏

の

r

科
f

^ '

術」

に
平
明
に
凌
わ
さ
れ
て
い
、る
が
、
、

よ
，
U
 
硏
究
の 
_5 C

が
あ
る
。
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へ

コ

在

第

ぺ

、
 

，

1 
一

H

ハ

■•

(

五
，
四
六：
>
.

-

武
ハ
介
氏
を
中
心
と
し
た
ダ
ル

_
1ブ
が
旣
成
锩
唯
硏
の
技
術
概
念
に
謝
し 

，て
本
質
規
矩
と
し
.て
、
新
た^.
技

，i

念T

人
間
實
踐
に
於
け
る
客
觀
的 

屈
則
性
の
意
識
的
適
用

」

を
確
立
し
た
こ
と
は
非
常
に
劃
期
的
な
も
の
-で

あ
る
。
‘ 

• 

V

. 

‘
，
：
丨

.

こ
八
で
は
新
し
•
い
技
術
概
念
の
形
成
過
程
を
醫
に
分
析
す
る
こ
と
に 

す
る
。
勿
論
最
泥
の
諸
論
稿
を
參
考
に
し
て
今
ま
で
と
ほ
別
の
視
角
か
ら 

:
:街

明

レ

て

崽

芪

：；；：ぞ
办
意
味
で
：ま
づ
最
近
め
玉
林
氏
：の
見
解
を
紹
介
ず
る 

こ
と
か
ら
出
發
す
る
。

‘ .

■

: 

ー

€

■

節
ぃ
¥

撃

段

德

讓

：の
：系
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0

S

上

林

氏

の

技

術

論

の

意

義
.

,

'.
'
.:
:玉

林

氏

：ば
最

近

必

著
.
.

「

生
產
铗
術
論1-
-
-
-
於

て

意

識

い

遷

が

人

間

を
 

.

.

■作
：

Q
;

た
か
m
な
べ
て
.

勞
働
、
：生
產
が
人
間
々
作
!0
人
間
を
進
化
せし
め
^ : 

も
'<
7
)勉
あ
る
：
_と
七
、
：'.
'人
間
ー
は'生

達

過

程

に

於

ヤ

議

對

象

と

勞

働

泰

媒

' 

,^
物
% :
じ
.：
て
.勞

働

手

段

>!
!

齋
具—

>
機
械
を
使
；
^
こ
と
_を

屬
^
い
：.そ
.れ
に
 ̂
' 

.

つ
-て
：、
：
自
然
を
征
服
.す
る
と
同
時
に
麻
同
勞
働
に
ょ

.ふ
衝
具
0
使
用
は
貢 

:

語
暫
發
達
ざ.せ
叉
知
慧
の
：獷
为
深
^

^
促
進
令
せ
る%:
の
ゼ
あ
名
と
し
：て 

-■
.

い
ー^ :

'-
'
.
-比
1

^
人
間
を
1;
:て
動
物
と
隹
別
さ
：せ
.
.る
％

の
'で

あ

り

ザ

證

に 

い
^
る
辕
笼
計: «
的

行
; ^
が
入
間
0.
特
徵
で
：ち
る
。
.：
そ

し

て

動

物

に

と

：
.
つ
て 

.
は
作
ら
れ
た
も
の
で
：あ
る
が
、
人
間
に
と
っ
て
は
歷
史
そ
の
も
の
を
意
識 

的
に
作
る
に.至
る
の
で
あ
る
。

、

.そ
こ
で
上
林
氏
は
以
上
の
战
本
的
考
察
に
立
呛
な
が
ら
技
術
の
本
質
を

. 

如
何
に
規
定
す
る
で
あ
ら
う
か
。
そ
れ
に
は
先
ず
生
塵
の
ー
股
的
要
因
の

究
明
を
通
じ
て
理
獬
せ
ら
れ
る
0

、
此
の
坐
麁
要
因
はi

過
程
の
.三
つ
の

囊

に

分

解

娘

ら

驚

着

露

惠

勞

働

歌

段^

勞

働

對

象

一
^

.

ま
り1

方
の
側
に
於
け
る
人
間
と
そ
の
#

働
、
他
方
の
側
に
は
向
然
と
そ
. 

4

ヴ

質

翁& :
:
取

が

妇

の
.關

係

％

虻

る

。

_

^

1

た

农

財

潰

办

坐

義

ば

种
 

:::

の
.

1

週
程
を
椴
底
に
七
で
居
り':
:;
'

'

'

跤̂
ゆ
省
社
會
形
態
乾#

遍
.

的
_

.

 

の
で
あ
る
。
 

_ 

■

ふ
#

働

力

、

め
#

つ

嫌生
！
！

力

女

！
！
^

^

る

% :

龙

： 

で

あ

るi

、

上
撕
氏
は
生
菝
カ
の
1

耍
因
を
通
じ
ハ
ズ
祓
術
の

2

:
容
を
明 

に
免
に
沈
る
タ
從
來
、
パ

_

_

は
驾
つ0 :
:
意

味

に

用

孤

：ち

^

%

一.
^

:

康
1

2

^

鄰
^

^

^ ;

る
場
合

::
^

替
S

M

 簾
^

殺
を̂

^

4

す
. ^

場
^ ^

;
:
.第
. 

一
士1

篇

_

働

過

猶

を

養

敷
'

場
合
■

■

ぼ

藤

呔

■

勢

鑛
 

:

て

翁

护

の

塲

贪

で

釤

及

：
；
：
及

％

み

ボ

龙

狹

義

_

9

勞
働
串
段
た
基
灾'3
:

的
勞
'
‘ 

_
:
.働
_

段
の
：體
系̂

あ
が
、%

產
5

|

程
矽
對
像
的>

:

物
的
、

〕

：答
體
的
、
客
觀
：
 

~

的
な
ヵ
.

テ.
'キ
リ
1

'

で
あ
.

.»
;

人
的
、
主
觀
的
、
_

主
腊
的
な
力
テ
、コ
'
.リ
.

1

た
.る 

i

力
に
徵
腿
す
る
も
の
と
考

7

た)

。

' 

、

-

.

.

(

独
1

〕
T

經
濟
錢
M

の
輝•論

：
！
，. 

I

〇

页
，

, 

へ 

f

i

3

「

/-
|

*

萍
技
#

論」

ニ
九
：只
‘

マ
ル
ク
ス3

本
論」

笫
ー
卷
郃

.

.

ハ
能3

y

闷
祚
、
は
し
が
き

V
 (

辟
^

:」

«:
術

: 1
勞

傭

ヵ

：欢

；
理

論

豈

5

:
-'
:
'
:
'急
^
^

第

二

顼

朐

氏

の

技

術

論

の

方

尙-

•

 

•

.

, 

*

氏
は̂

^

規
變
る
場
合
一1

_

の
立
場
ト.& ,

ガ
_

:

:

第

—
ば
嗤
譯 

资
本
、
3 i

義
技
術
の
史
，的

櫛

造_

的

立

場

で

あ

り

技

術

を

枕

っ

て

行

爲

的

，な

概

念

と

t

る
.

も

の.

。

第
一
S

自
 

.

然

科

擧

的

：立

場

^

レ
^

技
術
を
科
學'- 0

應
用
と
氣
を
概
念
規
定
を%

/2
^

^

 

*

後̂

社
會
科
擧
的̂

場

か

ら

：
の

ー

藝

で

典

っ

て

、

.

，
士

秫

氏

と

幽

^

く

勞
 

‘

敵
系
段
體
歌
識̂'
:

避
^

?̂
: ^

|

.

:

」

.

^

ち
.
.
.ブ
.
.
.
.，
へ.
'
T

"リ
'ン
ゾ.

的
| i解

-—
で
、あ
,

。

(

ぺ 

5 

鬆

：
ー
：
漏
:;
'
;

s

f

l

s
: w

: s
;

^

_

^

a

l

^
t t
^

v >
#

s

:

uc )
'

^

f

t i

s

^

s

。

の
中
心
テ
ー
マ
と
し
て
問
題
に
な
つ
■

た
も
の
で
あ
り.,
*

檢
’

課
す
べ
き
概
念.
.
. 

:

|

货
あ
る
。.-
'
'

間
货
は
#

沢
ク
樣
0

 

•

に
.

關

す

る

引

胜

し

て

一.

い
：
 

る
。f

技

術

學
Q

e

'

c

h

n

p

l

o

^ ,
5

は
、
自
然
に_

ず
る
入
11
^
能
動
的 

(

態
^ :

生
活
め
i t
'

'

接
：

g

坐
蔭
過
程
金.

鮮
明
ぬ
.

レ
巧
そ
以-

そ
れ
^
ょ 

っ
セ
又
彼
叹
社
脅
的
生
活
關
係
及
そ
れ
如
ら
生
ザ
义
歡
粕
表
豫
の
直
接

. 

)

的

生

產

過

擞

舍

篇

祀

ザ

る

福

：

”

へ>v
;

が
 

:-
-■が

.<
:

;

の
.

如
ぎ
许
' ^

;

に̂

^

を
人
» '

め
働
音
办
好
る
括
動.

に
^ :

て
0
0
 ̂

'

撰
が
ず
避
動4

物
の
器
官̂

ょ
';
5

;

:に
.

#

^

^

-

<

1

1

&
生
產
器
首
に
な.

る
.
。

.

.

' 

:

ノ
っ̂

扒
勞̂

^

段
及
ぴ
そ
の
變
化
が
生
產
カ
^

1

:

要
素
海
し
、て
坐
產
亂
衝 

"

に̂

!

^

及
輝
レP

い
名
% '

办
货
_

っ
て
、
: *

:

殷

的

に

.
生

產

技

術

な

名

も
 

顆

ぼ

坐

番

ガ

の

；
諸

要

素

』

密

截

に

紘

合

し

 

>

:、影

3

外
め
も
の
に
は
衆
め
、

:

赏

怒

ー

い̂

の
：
.

で
あ
る
ー:-
9

.っ
:;
-
:
靡

お
：- ;

0 ,
奮
カ
の
要
漯
ゆ
暴
霍
齓
象
は
狻
聽
と
掛
定
し
得
べ
身
概
念 

で
は
.

な
い
。
次

に

勞

働

力

はr

働
の
.

强
さ」

と
、

「

勞
働
8

,

'

な
る
ー
，
ー
既 

子
に
分
解
か
九
る
が
、

.

前
者
は
勞
働
手
段
に
ょ
っ
て
後
者
が
ら
測
定
さ

g
.

 

る
や
ぅ
^ -

な
る
パ
そ
し
て
人
間
の
技
亂
や
知
能
は
大
上
業
に
相
膘
し
だ
形
：

へ
へ
：

y:
:
」
.

へ
> :

福

•

(

ハ 

.

1

t:

pi
卜

f:

b

I:
fi!>

1



I
U
E
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雜誌策四十

a；
卷笫八號

態
を
と
^.
や
う
に
な
る
。
 

.

.

'
 

.

こ
.
X
'で

阏

跃

は

技

術

の

槪

念

を

截

-^
的

な

意

味

に

於

て

探

绝

し

た

結

果
 

ブ
ハ
1
リ
ン
と
®

■

手
1

外
に
な
い
こ
と
を
規
定(

し
t

。

、
 

さ
て
こ
の
規
^

に
よ
る
と
技
術
は
勞
働
平
段
の
體
系
そ
め
も
の
で
•あ
る 

*

炎
逢
力
^

^

湖

な

あ

:^
:
;。；^ .
,
-
或̂
：嚴
_
袁
0
生
產
^

:

，術
.

彥

も
-

の_

货

囊

蒙

舊

產

體

化
■

表

規

嚴

て

■
©
.
;ン 

- ^
■

■

#

が

篇
_

_

_

勞

慟

热1

證

：覆
_

_

:

;

い
、
又
他
方•に

於

て

蕩

對

象

と

辯

證

法

的

に

接

觸

渗

透

す

る

。
從
つ
て 

—

術
と
は-勞
_
中
段
體
系
を
中
心
と
し
勞
働
力
と
勞
働
對
象
に
辯
證
法
的 

に
滲
透
し
て
い
る
概
念
に
他
な
ら
な
い
。

 

- 

最
後
に
岡
氏
は
技
術
概
念
を
結
論
し
て

「

技
術
と
は
そ
の
肺
會
に
於
け

，‘
•
 

る
^

^

平
段
の
腔
系
に
よ
つ
て
‘測
ら
れ
る

 

一•
つ
の
水
维
で
あ
る
。

j

と
述
べ 

て
い
る
。
 

.

'

 

' 

.

.

•此
の
論
點
が
，そ
の
論
理
的

I

貫
性
を
缺
如
し
て
い
る
こ
と
は
技
術
概
念 

を
眾
に
勞
働
•中
段
體
系
と
い
ふ
賢
體
概
念
で
把
握
し
切
れ
な
い
も
の
が
あ 

り
..,
>」

_岡
氏
の
*

^
が
.勞
働
办
-
勞̂
16
:
對
象
と
.の
相
-互
歡
透
：に.
.よ
：る
本
質
規
+
. 

£疋
へ
の
ブ
.口
セ
ス
的
段
階
に.あ
る
ご
と
を
示
七
て
い
る
。

.

®

l

T
(a
)

.

ネ
ッ
K

o;

や
ぅ
に
人
|]

1
]學
的
に
：逍
與
を
人
問
の
身
體 

雜
宵
の
延
長
と
庙
る
立
# :

。

时
'

w
a

p
p

;

ror
§

d
l
i
n
i
e
n

 

e
i
n
e
r

 

. 

P
h
i
l
o
s
o
p

 

薪
皆
 r

l
T
e
c
t
l
n
i
K
l
g
T

r1:
^

^

ィ
ス
^

や
ぅ
f

技 

:

術
を
發
明
に
歸
し
艰
術
を
：一

免
の
'手
段
の
劍
造
ぉ
歸
結
す
る
も
の
。

‘ 

M
.

 

E
y
t
h
:
;

 

L
e
b
e
n
d
i
g
e
K
r

WJf

 t
©
v

 

1
8
4,

' 

. 

三

八

(

沉
四
八)

•

(

独
2
>

後
出
の
武
谷
.氏
.の

^ '

を
阀
氏
は1 K

ぅ
。
岡
^
は
此
の
說
は
技 

' 

•椒
を
単
に
科
擧
の
應
用
と
見
る
通
俗
的
见
解
で
あ
る
と
し
、
x

/k

座
の 

'

か
然
的
侧
而
队
み
此
張
し
た
氣
解
と
し
て
い
る
。

、

•

:;
.

::'
'

:

« :
s

し『

マ
^

^
本

^

£

4

0
ブ
ハ
ー
リ
ン「

史
的
唯
物
論」

一

九
1
1M
檢
崎
輝
課 

.
clr
f
e
l
o

〕

.

^
邦

雄「

技
術
論
卜
六
七
页 

'

前
述
の
樣
な
勞
猶
手
段
谴
深
論
は
ゾ
ム
バ
ル
ト
に
ょ
っ
'

て
著
し
く
形
而 

上
學
的
考
察
の
中
に
引
き
入
れ
ら
れ
、
，技
術
の
廣
_
の
概
念
は
.
—»
1
定

の
：
. 

'.
'■0-
的

を

達

成

る
^:
適
當
_
宇
稷
全
^ ;
の

祺

洽

、
ー
荃
：
で

.

の
體
^

0
ふ

-
.

と
が
^

へ
る」

。
と

し

又「

技
術
に
は
技
能
及
知
能
が
含
ま
れ
て
；？
^

o
. 

•

と
考
へ
た
。

.

く

 

•
‘

"

■
■'
'
•
是

し

：
て

狹

義

办

技

^

=

生
種
技
術
な
る
*
の
_

.-
-
1我

々
が
物
財
を
作
る 

•:
:
爲
に
用
ひ
.：石

操

作i

め

：
み

釔

含

む

J; 

A
s

#

リ

.

.

- 

'
此
の
■
に
近
代
技
術
.を
し
.て
科
學
の
技
術
へ
の
應
用
で
あ
る
と
規
定
し 

な
が
ら
、
著
る
し
く
極
限.さ
れ
た
抽
象
的
定
義
に
滿
足
し
て
し.東
っ
た
：の 

■
で
あ
.る 

0

,

.

-

.
 

. 

:
.

我
亦
國
に
於
て
は
、
.デ
ッ
サ
ゥ.a

ル
，
に

依

っ

，
て

良

已

0

技

術

論

を

展

開

：. 

し
'
た
馬
場
我
は
技
術
の
核
心
を
發
明
に
も
と
め
、
：發

明

は

新

し

き

も

の 

の
'

^

5
で
あ
る
さ
と'し
^

^

に
.
ょ
ー
っ
ズ
具
體
化
さ
れ
た
も

'の
が
1

の
理
；

.
念
で
あ
认
第
四
の
世
界
で
：あ
を
と.考
，'/
\
-た

:-
0
''
:

-

'

\

.

.
此
の
篇
な
第
四
の
世
界
は
絕
ぇ
ざ
名
技
術
の
更
紙
に
.よ
，っ
て
近
ず
き
得

'.
.
ご
-

.

.

.
.
る
も
の
; ^

あ
る
。

.

.

.
•
. 

.
'

'

又 

一̂

廣
義
の
技
術
を1

淀

の

：
目

的

を

達

戚

す

る

爲

の

方

法

で

あ

，り

*

 

の

爲

の.

靈

の

仕

方

で

あ

り

ノ

之

ぬ

依

づ

へ

て

キ

宠

の

冶

的

^

^

現

が

少

べ
 

と
.

も
或
る
程
度
達
成
さ^

る̂

の
.

を

意

味

す

る

と

述

：ベ

て

い

，
る

。
：
此

等

の 

見
腺
ば
少
く
と.% '
v

- 7
..
l

:

.

.

.

.
ツ

ル
.

や
^

ッ.

.
. b

ル
.
.に
も
ぅ
か.
.
^
.
.わ
れ
'

ゴ
；

f
.

ト
■

ル.

. 

.

.
の

如

く

 

r

苗
亂
究
配
.

の
方
法
並
び.

に
.

補

助

芽

遛

め

座

髖

或

は

.意

欲

さ

私

た
 

.

效
果
を
達
成®

に̂

る
こ
と
で
絲
る1 1

と
；
氣

ネ

以

：
上

办

樣

に

被

術

概
 

念

は̂

!

史

的

，

1
'

黻

的

だ_

1

過

程

に

於

け

.
を

属

手

段

體

系

と

い

ふ

賓
 

體
慨
念
か
ら
ょ
り
杣
象
化
さ
れ
、
そ
の
抽
象
的
領
缺
內
に
於
て
す
ら
誤
謬 

.を
優
す
と
い
ふ
形
態
變
化
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
パ
此
れ
ゆ
ド
ィ
ツ
の
如 

:

;.
<

蕾

尊

命

が

後S

資
沐
主
義
發
展
の
極
め
で
遲
れ
た
後
進
國
に
規
ポ
た
ン 

こ
と
は
特
徼
的
で
あ
る
。

，

：

•

•

,(

能
1〕

.. .
s
o
m
b
a
r
t

 ;

こ D
e
n
t
s
e
h
e

 

s
o
z
l
a
l
l
s
m
a

 

邦

譯「

掏
逸

社
會
主
義J

三】

六
茛 

.
 

,
 

.(

独 
2〕

S
o
m
b
a
r
t
;

ょ s
e
r

 

z
o:
h
n
u
n
oq
o.
§

H3
Q
o
h
n
i
k 
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9
3
5
.
2

邦

謂「

技
術
論」

九

九

页
，
. 

,
.

8 

V So
m
b
a
r
t

: Di
e

 

z

o;b
n
m
l
g
v
d
e
r

 

Tct
>
.
c
h
n
i
k 

1
9
3
5

 
ご

邦

譯「

彼
術
論i

 

ニ
〇
九
：貞 

<

;'
;
:

:

&

^

:揭

踢

敬: ^
s

w .

.:
4
:經
濟 i

 

■

我

經

濟

全;m
第
■

十
^

身
^
^

、

(

難
5〕

M

場
敬
诒
，

「

技
術
と
飢
織
の
問
題j

四
_頁

.

,

V
.

 

G
o

t
t

l
e

,

 

f
w

i
r

t
s

h
.

a
f

t

 

u
m

d

 

T

e

c

h
s .
k

a

 1
9

1
4

 s..

p

I

虫

義

猜

の：

史

麗

造」

,
;'
:第
三
節
.
_
:
新

し

き

霧

儒

の

提

起：
-'
'

:

'■V

■

.へ
：我
：々
.は
今
迄
の
過f

か

ら

狻

ま

の

本

質

に

亂

す

:^
前

段

褙

の

諸

定

義

を
 

:考
察
し
考
へ
此
處
杧
捩
て
菽
術
の
姥
極
的
な
規
定
々
要
す
.る
理
論
構
成
の 

檢
訛
わ
あ
て
.
.る
？
.：ま
ず
藤
称
敎
授0
見
解
を
提
相
1>
.
:
1
1
^
技

術

論

が

戰

，
後
 

行
わ
.れ
た
武
谷
抜
術
論
.の
意
義
を
檐
ぅ
ぶ
の
で
，あ
り
、
今
後
の

.技
術
論
發
：
 

展
0-
基
底
を
成
す
遍
で
あ
：る
ご
と.令
明
か
に
1;
な
け
れ
ば
な
ら
：ぬ
。
、
.
ン 

:.
:

藤
林
敎
授
ょ

.る
と
、
：’技
術
な
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蒙
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の
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成
方
法
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體
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檢
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れ
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述
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能
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西
檢
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踅
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縫
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質
規
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技
術
史
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能
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技
術
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別
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關
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谷
斑
の

.考

察
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を
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；

g

と
を
示
し
た。

■-
,

，

(

註
1〕

■武
ハ
介
三
扔「

辯
證
法
の
諸
問
題

」
.
一
四

ニ
页

•

(

lr
i

2

)

藤
林
敬
三「

ソ
ビ
ユ
ー
ト
五’
ヶ
印
t h

幾
と
そ
の
技
術
論
，

」

••三 

•■

•:
:

田
學
W

雜
跋
1『

十
/ \
9 .
1

1

號
西
.

十
金
.

頁
-:
'

:

.
-̂̂
 ̂

.

一
 

0

3

同

^

T

同
' 

、

有

」

西
十
1

3

 

0

3

、藤
林
敬
三F

勞
俲
者
政
策
の
根
和
間
題

」

七

十

ニ

更
.

へ'

.

.

入
間
の
自
然
に
對
す
る
避
程
卩
勞
働
氣
程
は
人
斷
生
活
の

’

久

的
r .
超

： 

'

歴
史
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史
的
に
制
騎
ざ
れ
た

.-
: 

‘
も
-(
0
:
で
あ
る‘。
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術
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質

が

る

% '
-
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應
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概
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術
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史
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さ
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.
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い
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懈
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狭
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縣
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熟

練

儒

の

增

大

汝

計

ら

ん

公

-1
>

拖
^

^

龙

ぁ

り

、
ッ

文

そ

.れ
に
：
.

：

. 

よ
り
部
分
勞
カ
に
對
鷓
す
る
道
具
の
多
樣
化
と
特
殊
化
を
促
進
し
た
。
か 

い
よ
う
犯
部
分
勞
働
故
手

£

業
激
術#

分

化
.1
.
:-:
'

機

械

め

物

質

駿

件

を

作
.
'
;
:
:
: 

上
に
商
路
の

：

坐
產
の
爲
ぬ
：巡
要
勞
働
時

^

^

經

驗

的

呤

確

定

す' 

に
至
る
。

, 

‘ 

.

.

.

.•;

總
じ
v

>

:

:— -
: -
fc

於
げ
奋
勞
働
^ :
|

カ
の
發
達
は
勞
働
荦
段
/!
|
-道
具
'/
: 

.に
よ
^ -

よ
り
も
、.■
寧

.
ろ

勞

働

カ

そ

の

も

_の

.乂
亂
節
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を
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械
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